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概要 
A new “Family Pharmacist/Family Pharmacy” system began from April 2016. A questionnaire survey was conducted with 
students and staff at Josai University to investigate their awareness of the new system. The total level of awareness for “Family 
pharmacist” was 70%. According to the results, there was a difference in responses regarding “Family pharmacists” between 
pharmaceutical science students/staff and non-pharmaceutical science students/staff. Therefore, the former was analyzed as 
“pharmaceutical science-related individuals” and the latter as “non-pharmaceutical science-related individuals.” Awareness of 
the existence and role of “family pharmacists” was significantly higher in pharmaceutical science-related individuals. Moreover, 
it was found that trust in the “family pharmacist” was not high, and that “family pharmacist” selection methods were not 
understood. It is thought that publicity, including educational publicity, regarding “family pharmacists” is necessary to increase 
awareness of and trust in “family pharmacists.” 
１．はじめに 
2014年 6月 24日に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方針 2014」１）において，「医





















































































































































































































































1） 内閣府．経済財政運営と改革の基本方針 2014について（平成 26年 6月 24日閣議決定） 
http://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/2014/2014_basicpolicies.pdf （2017年 10月 6日アクセス） 
2） 内閣府．経済財政運営と改革の基本方針 2015について（平成 27年 6月 30日閣議決定） 
http://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/2015/2015_basicpolicies_ja.pdf （2017年 10月 6日アクセス） 
3） 厚生労働省．患者のための薬局ビジョン～「門前」から「かかりつけ」，そして「地域へ」～（平成 27 年
10月 23日）http://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-11121000-Iyakushokuhinkyoku-Soumuka/vision_1.pdf 
（2017年 10月 6日アクセス） 
4） 日本薬剤師会．「かかりつけ薬剤師・薬局」をテーマとした読売新聞記事広告に関する調査結果について（平
成 29年 4月 6日） 
http://www.nichiyaku.or.jp/action/wp-content/uploads/2017/04/170421_1.pdf （2017年 10月 6日アクセス） 
5） 秋葉保次，中村健，西川隆，渡辺徹．医薬分業の歴史．薬事日報社．東京（2012） 
6） 厚生労働省．薬局業務運営ガイドライン（薬発第 408号，平成 5年 4月 30日） 
7） 細川博司．医学と薬学．34（5）839-843（1995） 
8） 林誠一郎，早瀬孝彦，池上知子，岸野吏志，竹内幸一．YAKUGAKU ZASSHI，126（2）123-131（2006） 
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□１年 □２年 □３年 □４年 □５年 □６年  
□経営学部 □経済学部 □現代政策学部 □数学科 □化学科 □短大 □薬学科 
□薬科学科 □医療栄養学科  
b.教員： 
□男 □女 
 年齢（  歳） 
□経営学部 □経済学部 □現代政策学部 □数学科 □化学科 □短大 □薬学科 
□薬科学科 □医療栄養学科  
c.職員： 
□男 □女 
 年齢（  歳）      
  
2.「かかりつけ医」という言葉を知っていましたか。 
□知っている 
□聞いたことはあるが意味は知らない 
□知らない 
 
3.「かかりつけ薬剤師」という言葉を知っていましたか。 
□知っていた  
□聞いたことはあるが意味は知らなかった  
□知らなかった 
 
4.かかりつけ薬剤師を持つことについて、どのように感じられますか。 
ア．安心できるので良い（そう思う、そう思わない） 
イ．色々と相談に乗ってくれそうなので良い（そう思う、そう思わない） 
ウ．病気が悪化するようなときには必要（そう思う、そう思わない） 
エ．医療費が安くなるように相談にのってくれるなら良い 
（そう思う、そう思わない） 
オ．お金がかかるなら不要（そう思う、そう思わない） 
カ．かかりつけの医師だけで十分（そう思う、そう思わない） 
キ．調剤をしてくれるだけで十分（そう思う、そう思わない） 
ク．薬や健康は自分で管理したい（そう思う、そう思わない） 
ケ．薬剤師に管理してもらいたくない（そう思う、そう思わない） 
コ．自分の病気に介入されたくない（そう思う、そう思わない） 
サ．必要ない（そう思う、そう思わない） 
シ．住んでいる近くにそのような薬局があるとは考えられない 
（そう思う、そう思わない） 
ス．信頼できる薬剤師がいるか不安（そう思う、そう思わない） 
セ．かかりつけ薬剤師を正しく選択できるか分からない 
（そう思う、そう思わない） 
ソ．具体的に何をしてくれるかよく分からない（そう思う、そう思わない） 
タ．他に感じたことがある方は記入してください。（自由記載） 
 
5.在宅医療を知っていますか 
□知っていた  
□聞いたことはあるが意味は知らかった  
□知らなかった 
 
6.薬剤師が在宅医療に関わり、医師と相談しながら患者さんの家で薬の効き目や副作用
を管理できることを知っていますか。 
□知っていた  
□少し知っていた  
□知らなかった 
 
7.薬学部の一部の教員が在宅医療を実践していることについてどのように感じられま
すか。 
ア．医師の臨床業務と同じとみなされる（そう思う、そう思わない） 
イ．教育に還元されるならば良い（そう思う、そう思わない） 
ウ．研究テーマとして実施することは自由である（そう思う、そう思わない） 
エ．大学の地域貢献として評価できる（そう思う、そう思わない） 
オ．是非やって欲しい（そう思う、そう思わない） 
カ．好ましくない（そう思う、そう思わない） 
キ．必要ない（そう思う、そう思わない） 
 
8.その他ご意見がある方は記入してください。（自由記載） 
以上です。ご協力ありがとうございました。 
図１ アンケートの内容 
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